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備考　１　この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

　　　２　法人にあっては、その名称、代表者氏名、主たる事務所の所在地を記入すること。

　　　３　※印の欄は、記入しないこと

　　　４　使用する防火対象物の略図を添付すること。
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〔少量危険物・指定可燃物（貯蔵・取扱い）廃止届出書記入要領〕
	項　　　　目
	記　　　入　　　要　　　領

	(1)届出種別
	該当する物品、貯蔵又は取扱いの別を○で囲みます。

	(2)年月日
	届出書を提出する年月日を記入します。

	(3)あて先
	甲府地区消防長又は(中央・南・西)消防署長あてにします。

	(4)届出者
	届出者の住所、氏名、電話番号を記入します。法人の場合は、その名称、代表者氏名、主たる事務所の所在地を記入し、代表者印を押印します。

	(5)所在地
	貯蔵又は取り扱う場所の所在地を記入します。

	(6)名称
	貯蔵又は取り扱う場所の名称を記入します。

	(7)類
	少量危険物は法別表第１に掲げる類別・品名の区分により記入します。指定可燃物は記入しません。
(例)灯油の場合・・第四類　第二石油類

	(8)品名
	少量危険物は法別表第１に掲げる品名の区分により具体的に記入します。(例)少量危険物の場合・・灯油

指定可燃物は危政令別表第４に掲げる品名の区分により記入します。 (例)指定可燃物の場合・・綿花類

	(9)最大貯蔵数量
	貯蔵又は取り扱いが最大となる数量を記入します。

(例)タンクの容量

	(10)一日最大取扱数量
	一日の貯蔵又は取り扱いが最大となる数量を記入します。

	(11)貯蔵又は取扱方法
の概要
	貯蔵又は取り扱う方法について具体的に記入します。

	(12)貯蔵又は取扱場所
　　の位置、構造及び
設備の概要
	貯蔵又は取り扱う場所の位置、構造及び設備の概要について具体的に記入します。
(例)少量危険物の場合

　①屋外・・敷地南東隅。
　②屋内・・本館１階の北側ボイラー室。
(例)指定可燃物の場合

木毛倉庫は工場南に隣接。

	(13)消防用設備等又は
特殊消防用設備等
の概要
	貯蔵又は取り扱う場所に設置した消防用設備等の種類と設置数を記入します。
(例)粉末消火器(10型)２本

	(14)廃止年月日
	廃止した年月日を記入します。

	(15)廃止理由
	廃止に至った理由を記入します。
(例) 少量危険物の場合

　①タンク・・敷地移転のため。タンクは掘り起こし撤去。

②屋外・・業務縮小のため。棚は撤去し、ためます等は埋め

戻す。

　③屋内・・設備の老朽化により廃止処分のため。設備はすべ

て撤去。

(例)指定可燃物の場合

　　業務縮小のため。倉庫は撤去


